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（問題と目的）

青年期に位置づけられる高校生にとって，大学受験というのは，一大イベントであるだろ

う。最近，国立大学でも体験入学という行事が行われ，大学を見学し，一日，大学生気分を味

わってもらうことになっている。

筆者は，かねがね，体験入学というのは，どんな意味があるのだろうか，と疑問に思ってい

た。筆者自身体験したことがないので，何かの機会をねらって，高校生の体験入学行動を調べ

てみようとした。幸い，学生・入試委員を仰せつかり，体験入学の行事の仕事にありつけた。

来年に向けての改善点を見いだすために，筆者独自に調査法を試みた。

筆者は，「ふれあいへのチャレンジ（君も一日教育学部生）」の「教育学部生と話そう」の企

画運営にかかわったので，その点だけにしぼって，高校生の行動観察をすることにした。

仮説は次の通りである。

（１）「参加した動機」，「参加しての感想」，「グループ方式」，「話した内容」，「教育学部に入

りたい度合い」については，学年，男女差に違いがあらわれるだろう。

（２）「先輩達の態度について」の好感度は良いであろう。

（方 法）

１）期日：２００２年８月９日

２）対象者：高校生６４人（３年生，男子２人，女子４０人，２年生，男子１人，女子１２人，１年

生，男子３人，女子６人）

３）手続き：１，２，３回生の学校教育教員養成課程の学生７人（男子２名，女子５名）とグ
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ループごとに話し合ってもらった。その間，筆者は机間巡視し，最後に，筆者が作成した調

査用紙（参加した動機，参加しての感想，グループ方式について，先輩達の態度について，

話した内容について，教育学部に入学したい程度）に答えてもらった。

（結果と考察）

表１に結果を示す。

表１から，次のことが言える。

（１）参加した動機としては，３年生，２年生の男子と，２年生の女子において，「生の声が聞

けると思ったから」が多い。その理由として，「自分にプラスになる」「楽しいところだと

学年

男女項目

３ 年 生 ２ 年 生 １ 年 生

男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子

参加した動機

先輩と話したか
ったから

２人
０

（ ０％）

４０人
１７

（４０％）

１人
０

（ ０％）

１２人
１

（ ８％）

３人
０

（ ０％）

６人
２

（２９％）

ただ何となく
０

（ ０％）
２

（ ６％）
０

（ ０％）
３

（２５％）
０

（ ０％）
０

（ ０％）

面白そうだと思
ったから

０
（ ０％）

６
（１４％）

０
（ ０％）

２
（１７％）

２
（６７％）

５
（７１％）

生の声が聞ける
と思ったから

２
（１００％）

１７
（４０％）

１
（１００％）

６
（５０％）

１
（３３％）

０
（ ０％）

参加しての感
想

楽しかった
１

（５０％）
３５

（８８％）
０

（ ０％）
８

（６７％）
２

（６７％）
４

（６７％）

どちらでもない
１

（５０％）
５

（１２％）
１

（１００％）
４

（３３％）
１

（３３％）
２

（３３％）

グループ方式
について

よかった
１

（５０％）
３０

（７５％）
０

（ ０％）
８

（６７％）
１

（３３％）
４

（６７％）

どちらでもない
１

（５０％）
７

（１８％）
１

（１００％）
４

（３３％）
１

（３３％）
２

（３３％）

悪かった
０

（ ０％）
３

（ ７％）
０

（ ０％）
０

（ ０％）
１

（３３％）
０

（ ０％）

先輩達の態度
について

親切でよかった
２

（１００％）
３９

（１００％）
１

（１００％）
１２

（１００％）
３

（１００％）
６

（１００％）

話した内容に
ついて

もっと深めたか
った

０
（ ０％）

９
（２２％）

０
（ ０％）

４
（３３％）

２
（６７％）

０
（ ０％）

このくらいでよ
い

２
（１００％）

２９
（７３％）

１
（１００％）

８
（６７％）

１
（３３％）

３
（５０％）

わからない
０

（ ０％）
２

（ ５％）
０

（ ０％）
０

（ ０％）
０

（ ０％）
３

（５０％）

教育学部に入
学したい強弱

ぜひ入りたい
２

（１００％）
２８

（７０％）
１

（１００％）
５

（４２％）
２

（６７％）
２

（３３％）

少しは入りたい
０

（ ０％）
１１

（２８％）
０

（ ０％）
５

（４２％）
０

（ ０％）
１

（１７％）

どちらでもない
０

（ ０％）
１

（ ２％）
０

（ ０％）
２

（１６％）
１

（３３％）
３

（５０％）

表１ 「教育学部生と話そう」に参加しての結果
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わかる」があげられる。３年生の女子は，「生の声が聞けると思ったから」と，「先輩と話

したかったから」が多い。その理由として，「いろいろなことが聞ける」があげられる。

それに対し，１年生はまだ切迫していないので，男女とも「面白そうだと思ったから」が

多い。

（２）参加しての感想については，３年生男子は，「楽しかった」と「どちらでもない」が

半々である。その理由として，「生きた経験ができる」「参考になった」があげられる。そ

れに対し，３年生，２年生の女子と１年生の男女は，「楽しかった」が多い。その理由と

して，「身近に思える」「いろんな話が聞ける」「参考になった」があげられる。２年生の

男子は「どちらでもない」に反応している。その理由として，「話がむずかしい」をあげ

ている。

（３）グループ方式については，３年生の男子は，「よかった」と「どちらでもない」が半々

である。その理由として，「質問し易い」「先輩がいたらよかったのに」をあげている。３

年生，２年生，１年生の女子は，「よかった」と反応している。その理由として，「気楽に

質問できる」「話しやすかった」「話し合えた」をあげている。それに対し，２年生の男子

は「どちらでもない」に答え，１年生の男子は，「よかった」「どちらでもない」「悪かっ

た」に分かれた。その理由としては，「少数がよい」「個人見学が良い」をあげている。

（４）先輩達の態度については，すべて，「親切でよかった」との反応であった。その理由と

して，「明るい」「わかりやすい」「話しやすい」「気をつかってくれ，優しい」「親切」「楽

しく話せた」「丁寧」「真剣」をあげている。人選が適切だったのだろう。

（５）話した内容については，３年生，２年生の男女子，１年生の男子は，「このくらいでよ

い」と１３：４０－１５：００までの８０分間くらいの時間帯に満足していた。その理由としては，

「十分ためになった」「理解できた」である。それに対し，１年生の女子は，「このくらい

でよい」と「わからない」が半々である。その理由として，「難しい話」「詳しくわからな

い」をあげている。話した内容については，授業のこと，単位のこと，免許のこと，２つ

のコースの違いについて，就職のこと，サークルのこと，バイトのこと，保育士などの資

格のこと，などである。

（６）教育学部に入学したい度合いについては，３年生の男女子，２年生，１年生の男子が，

「ぜひ入りたい」，２年生の女子は，「ぜひ入りたい」と「少しは入りたい」が同じ，１年

生の女子は，「どちらでもない」が多かった。それらの理由として，「いい感じ」「好きに

なった」「教育に興味がわいた」「目標できた」「楽しそう」「とてもいい大学」という積極

的な理由以外に「もっと調べてみる」という慎重論もあった。

（７）自由記述の欄では，「本当によかった」「話がわかりやすい」「聞けたいことが聞けた」

「優しく答えてくれた」「参考になった」「絶対に受かって楽しい大学生活を送りたい」

「勉強頑張りたい」「有り難う，頑張ろうと思う」「大学の内容がよくわかった」「とても

楽しかった」「人の良さそうな人ばかりだった，食堂のごはんおいしかった，特にプリン

がおいしかった」「早く大学に行きたい」と肯定的な感想が多かった。

以上，（１）－（７）から，仮説（１）（２）は支持された。

平成１４年度は，まずまずの成果を得たと考えられる。来年度にむけての反省点として，教育

学，教育心理学，幼年教育専修生以外の教科の専修コースの学生にも出席してもらい，もっと
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幅広い話をしてもらいたいと考えている。

行動観察と調査用紙に対する回答との整合性については，信頼性，妥当性との関連で研究を

すすめなければならない。ただ，筆者からの高校生の行動観察を言語的，非言語的な行動から

観察する限り，調査の回答と一致している印象は読み取れた。一例としてあげると，机間巡視

の際の活発な話し合い，高校生，大学生の輝いた目，真剣な態度である。ひいきめでみている

という批判もあるだろう。その批判にたえる実験計画としては，平成１５年４月に入学した学生

の中で，この討論会に参加した学生を抽出して，面接法，観察法，自然的実験で実証していく

ことである。

（注）対象者の高校生の皆様，調査にご協力下さいまして，誠に有り難うございました。話し合いに協力して

下さった大学生の皆様にも有り難うを述べたいと思います。

今回，参考文献，引用文献を使わずに書きました。
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